
力
強
い
意
気
ご
み
、

放
射
性
廃
棄
物
を
持
ち
込

ま
せ
な
い
条
例
制
定
運
動

菅
野
和
夫
事
務
局
長
が
議

案
を
説
明
し
ま
し
た
。

『
豊
三
海
』
の
方
針
に
も

と
づ
き
昨
年
四
月
以
来
沿
岸

各
自
治
体
を
訪
問
し
地
元
議

員
や
行
政
当
局
と
の
意
見
交

換
を
行
い
条
件
の
整
っ
た
自

治
体
か
ら
請
願
書
提
出
が
始

ま
り
ま
し
た
。
う
ち
宮
古
市

議
会
で
は
十
二
月
に
本
会
議

で
満
場
一
致
採
択
さ
れ
、
六

月
議
会
で
『
宮
古
市
に
放
射

性
廃
棄
物
を
持
ち
込
ま
せ
な

い
条
例
』
が
全
会
一
致
可
決

成
立
し
ま
し
た
。
釜
石
市
議

会
で
は
、
六
月
議
会
に
釜
石

市
長
提
案
の
『
釜
石
市
に
放

射
性
廃
棄
物
等
の
持
ち
込
み

拒
否
に
関
す
る
条
例
』
が
全

会
一
致
で
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
普
代
村
議
会
で
も
請

願
が
可
決
さ
れ
十
二
月
議
会

で
「
条
例
案
審
議
」
が
な
さ

れ
る
予
定
で
す
。

注

「
資
料

全
国
の
核
関
連

施
設
・
廃
棄
物
拒
否
条
例
」

：
宮
古
市
・
釜
石
市
の
条
例
本

文
は
四
・
五
頁
に
あ
り
ま
す
。
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福
島
原
発
事
故
汚
染
水
海

洋
放
出
阻
止
は
、
六
ケ
所
再

処
理
工
場
汚
染
水
放
出
阻

止
の
前
提
。

福
島
第
一
原
発
で
は
事
故

原
発
冷
却
の
汚
染
水
が
発
生

し
続
け
貯
蔵
タ
ン
ク
の
増
設

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
増
設

分
の
敷
地
が
確
保
で
き
な
い

と
し
て
、
政
府
と
東
電
は
最

も
安
易
で
安
上
が
り
の
「
海

洋
放
出
」
を
画
策
し
始
め
ま

し
た
。

全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
は
『
海
洋
放
出
断
固
反
対

特
別
決
議
』
を
挙
げ
ま
し
た
。

福
島
県
内
市
町
村
議
会
で
も

反
対
決
議
が
次
々
に
挙
が
っ

て
い
ま
す
。

豊
三
海
総
会
で
は
全
漁
連

の
特
別
決
議
に
連
帯
し
、
福

島
汚
染
水
放
出
阻
止
を
闘
う

と
し
ま
し
た
。
福
島
事
故
汚

染
水
を
遥
か
に
上
回
る
量
の

ト
リ
チ
ウ
ム
が
放
出
さ
れ
る

六
ケ
所
再
処
理
工
場
か
ら
海

を
守
る
た
め
に
強
力
に
闘
う

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

十
五
年
間
を
回
顧
し
て

講
演
や
集
会
、
収
集
資
料

総
会
議
案
書
に
は
『
十
五
年

間
の
活
動
抜
粋
記
録
』
が
載
っ

て
い
ま
し
た
。
運
動
の
蓄
積
が

確
信
さ
れ
ま
す
。

◇
主
な
講
演
会

水
口
憲
哉
氏
（
盛
岡
、
宮
古
、

陸
前
高
田
、
山
田
、
気
仙
沼
、

仙
台
市
）
広
瀬
隆
氏
（
宮
古

二
回
）
山
田
清
彦
氏
（
宮
古
）

◇
請
願
書
：
要
請
行
動

「
海
に
放
射
能
を
流
さ
な
い

法
律
制
定
」
釜
石
市
を
除
く

三
二
市
町
村
議
会
で
請
願
採

択
・
国
会
要
請

◇
集
会

三
陸
の
海
を
守
る

市
民
集
会
ｉ
ｎ
宮
古
。
お
し

ど
り
マ
コ
＆
ケ
ン
口
演
会

◇
原
燃
Ｈ
Ｐ
監
視
・
資
料

再
処
理
工
場
放
射
性
物
質
液

体
気
体
放
出
量
（
試
験
操
業

中
の
累
計
）：

ト
リ
チ
ウ
ム

液
体
放
出
、
本
年
五
月
迄
で

二
一
八
七
兆
ベ

ク
レ
ル(

内

二
一
七
七
兆
ベ
ク
レ
ル
は
二
〇

〇
六
～
〇
八
年
度
の
三
年
間
）
。

◇
放
射
能
汚
染
反
対
立
看

板
設
置
管
理

四
箇
所
。

《天恵の海》
２０２０（令和 ２年）

９月 １５ 日
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豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る
会
は
七
月
十
二
日
宮
古
市
で
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
招
待
を
受
け
て
私
達
「
岩
手
の
会
」
か
ら
三

名
が
出
席
し
ま
し
た
。
総
会
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

『
豊
三
海
』
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
十
五
周
年
を
記
念
し
不
撓
不

屈
の
心
で
さ
ら
に
運
動
を
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
横
田
有
平
共
同
代
表
は
「
私
達
の
町
や
村
に
放

射
性
廃
棄
物
を
持
ち
込
ま
せ
な
い
条
例
」
を
制
定
す
る
請
願
運
動

を
始
め
ま
し
た
。
宮
古
市
、
釜
石
市
、
普
代
村
の
議
会
で
可
決
さ

れ
、
う
ち
宮
古
市
と
釜
石
市
で
は
既
に
条
例
が
制
定
さ
れ
施
行
と

な
り
ま
し
た
。
子
孫
に
き
れ
い
で
豊
か
な
海
を
残
す
た
め
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

請
願
書
が
既
に
提
出
さ
れ

た
大
槌
町
、
野
田
村
、
田
野
畑
村
で
は
六
月
議
会
か
ら
、
久
慈
市
、

岩
泉
町
で
は
九
月
議
会
で
審
議
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
残
る
四
自

治
体
に
も
請
願
書
が
提
出
さ
れ
る
見
通
し
で
、
沿
岸
十
二
市
町
村

全
て
で
同
条
例
を
実
現
す
る
運
動
が
前
進
し
て
い
ま
す
。

総
会
の
後
、
講
演
会
と
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
記
事
ま
と
め
・
尚
）



再
処
理
工
場
は
原
発
の
使

用
済
み
核
燃
料
か
ら
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
を
取
り
出
す
化
学
工

場
で
す
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を

取
り
出
す
過
程
で
発
生
す
る

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
は
、

不
安
定
な
液
体
状
で
強
い
放

射
線
を
発
し
て
い
ま
す
。
冷

却
が
止
ま
る
と
沸
騰
、
蒸
発

乾
固
、
溶
融
、
放
射
能
の
大

放
出
が
起
こ
り
ま
す
。
し
か

し
審
査
は
蒸
発
乾
固
ま
で
の

審
査
で
済
ま
せ
ま
し
た
。
こ

れ
は
不
都
合
な
事
実
を
無
視

す
る
暴
挙
で
す
。

今
年
三
月
岩
手
の
会
で
、
審
査

会
へ
の
原
燃
提
出
資
料
を
検

討
し
た
結
果
、
高
レ
ベ
ル
廃
液

の
二
種
四
貯
槽
に
つ
い
て
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
が
臨
界
量
以
上
含
ま

れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
審

査
せ
ず
に
終
了
し
て
い
ま
す
。

六
ケ
所
再
処
理
工
場
か
ら

の
ト
リ
チ
ウ
ム
放
出
年
管
理

目
標
値
は
九
七
〇
〇
兆
ベ
ク

レ
ル
。
福
島
貯
蔵
汚
染
水
の
一

三
倍
を
一
年
間
に
放
出
す
る

こ
と
が
容
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
放
出
し
「
廃
液
に
よ

る
被
曝
量
は
年
間
〇
・

〇
〇

一
九
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
」（
注
）

で
問
題
な
し
と
し
て
垂
れ
流

し
を
容
認
す
る
。
規
制
委
員

会
と
は
名
ば
か
り
で
す
。

高
レ
ベ
ル
廃
液
の
危
険
性

を
低
下
さ
せ
る
た
め
、
廃
液

を
ガ
ラ
ス
固
化
し
て
い
ま
す

が
白
金
族
問
題
の
た
め
失
敗

が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
予
定
の
廃
液
量
の
六
割

ほ
ど
し
か
ガ
ラ
ス
固
化
出
来

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
英
国
か

ら
の
返
還
固
化
体
の
約
二
割

の
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
の
閉
込

め
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
原
子
力
規
制
委
員
会

海
洋
放
出
を
避
け
る
方
法
は
あ
る

ト
リ
チ
ウ
ム
の
減
衰
を
待
つ

ト
リ
チ
ウ
ム
の
半
減
期
は

約
一
二
年
。
現
在
の
一
千
分

の
一
に
減
衰
す
る
の
は
一
二

〇
年
後
。
何
と
か
持
ち
こ
た

え
て
保
存
で
き
る
年
数
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

ト
リ
チ
ウ
ム
除
去
技
術
を

ト
リ
チ
ウ
ム
の
除
去
装
置

は
ロ
シ
ア
で
開
発
済
み
で

す
が
、
汚
染
水
の
処
理
方
法

の
候
補
に
す
ら
挙
げ
て
い

な
い
。
海
洋
放
出
し
か
な

発
足
の
混
乱
期
に
原
燃
は

国
に
ガ
ラ
ス
固
化
試
験
が
成

功
し
た
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

他
に
溶
融
炉
の
レ
ン
ガ
剥
離
、

高
レ
ベ
ル
廃
液
セ
ル
内
漏
洩
、

濃
縮
蒸
発
缶
穴
あ
き
運
転
、

落
雷
に
よ
る
二
七
〇
も
の
計

器
の
故
障
、
副
社
長
ぐ
る
み

の
虚
偽
報
告
な
ど
原
子
炉
等

規
制
法
四
四
条
二
第
一
で
求

め
ら
れ
る
再
処
理
事
業
者
と

し
て
事
業
遂
行
の
技
術
的
能

力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
達
は
、

審
査
の
不
合
理
を
指
摘
し
、
徹

底
追
及
し
国
民
の
安
全
を
勝
ち

取
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

。い
と
諦
め
さ
せ
る
意
図
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
二
〇
一
八

年
に
近
畿
大
学
で
ア
ル
ミ
の

多
孔
質
フ
ィ
ル
タ
ー
で
除
去

す
る
方
法
が
開
発
さ
れ
て
お

り
、
注
目
し
た
い
。

再
処
理
工
場
の
ト
リ
チ
ウ
ム
は

さ
ら
に
膨
大

現
在
福
島
第
一
原
発
地
内

タ
ン
ク
に
貯
ま
る
汚
染
水
約

一
一
〇
万
ト
ン
の
ト
リ
チ
ウ

ム
の
放
射
能
量
は
約
八
六
〇

兆
ベ
ク
レ
ル
。

六
ケ
所
再

処
理
工
場
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
試

験
中
に
流
し
た
ト
リ
チ
ウ
ム

の
総
放
射
能
量
は
約
二
一
八

十
五
周
年
を
記
念
し
て
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

横
田
ご
夫
妻
の
手
作
り
の
取

り
立
て
昆
布
料
理
が
大
人
気
。

し
か
し
、
懇
親
会
で
は
こ
の

お
い
し
い
昆
布
料
理
が
、
ト
リ

チ
ウ
ム
で
汚
染
さ
れ
て
し
ま

っ
て
そ
れ
を
食
べ
た
ら
実
害

は
な
い
の
か
？

大
丈
夫
だ

と
い
う
参
加
者
は
な
か
っ
た

が
、
科
学
的
根
拠
は
し
っ
か
り

知
り
た
い
と
話
題
に
な
っ
た
。

ト
リ
チ
ウ
ム
水
（
液
）
は
水
と

同
じ
だ
か
ら
す
ぐ
体
か
ら
排

出
さ
れ
比
較
的
安
全
と
か
言

う
。
い
や
海
草
の
光
合
成
作
用

で
水
素
の
よ
う
に
ト
リ
チ
ウ

ム
が
炭
素
・
酸
素
と
結
合
し

七
兆
ベ
ク
レ
ル
で
約
二
・
五

倍
も
多
い
。
福
島
の
ト
リ
チ

ウ
ム
放
出
は
六
ケ
所
工
場
の

ト
リ
チ
ウ
ム
放
出
に
連
動
し

ま
す
。

予
防
原
則
で
対
処
を

ト
リ
チ
ウ
ム
の
健
康
被
害

に
つ
い
て
否
定
肯
定
両
方
の

学
説
が
あ
り
結
論
が
つ
か
な

い
。
こ
う
い
う
時
は
「
予
防

「
有
機
結
合
型
ト
リ
チ
ウ
ム
」

と
な
り
体
の
組
織
に
紛
れ
込
み
、

ベ
ー
タ
線
を
出
し
続
け
Ｄ
Ｎ
Ａ

を
傷
つ
け
る
だ
ろ
う
、
と
か
。

宮
古
で
講
演
し
た
で
広
瀬
隆

さ
ん
が
右
の
よ
う
な
図
を
示

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
中

性
子
が
ベ
ー
タ
線
を
出
し
切

る
と
陽
子
に
な
っ
て
し
ま
い

ヘ
リ
ウ
ム
と
同
じ
に
な
る
。
ヘ

リ
ウ
ム
は
水
素
と
違
っ
て
他

元
素
と
結
合
し
な
い
。
こ
れ
で

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
二
重
ら
せ
ん
が
途

切
れ
る
。
そ
ん
な
こ
と
も
話
題

に
出
ま
し
た
。
こ
の
辺
を
も
う

少
し
素
人
に
わ
か
る
よ
う
な

記
事
が
ほ
し
い
と
い
う
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

原
則
」
を
適
用
す
べ
き
で
す
。

オ
ゾ
ン
層
破
壊
で
は
「
予
防
原

則
」
を
適
用
し
フ
ロ
ン
を
規
制

し
成
功
し
ま
し
た
。
ア
ス
ベ
ス

ト
で
も
欧
米
で
は
「
予
防
原
則
」

で
禁
止
し
た
が
、
日
本
は
そ
う

せ
ず
被
害
が
拡
大
し
ま
し
た
。

放
射
性
物
質
の
環
境
へ
の
放
出

は
「
予
防
原
則
」
を
適
用
し
て

最
小
限
に
抑
え
る
べ
き
で
す
。

「
六
ケ
所
再
処
理
工
場
の
事
業
変
更
申
請
に
つ
い

て
、
「
許
可
」
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
の
永
田

文
夫
さ
ん
は
、
審
査
は
論
点
を
残
し
た
ま
ま
で
あ
り

申
請
は
不
合
格
で
あ
る
べ
き
と
述
べ
ま
し
た
。
当
日

資
料
は
以
下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
あ
り
ま
す
。
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原
子
力
規
制

委
員
会
資
料1

-2

「
審
査
書
案
の

概
要
」P

6

（
冷
却
期
間
一
五
年
）


